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質
問
：
大
田
原
市
の
総
配
水
量
の
う

ち
県
水
の
受
水
量
は　

％
近
く
、
受

60

水
単
価
は
、
1
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り　

円　

銭
で
協
定
し
て
い
ま
す
。

79

62

　

協
定
の
最
終
年
度
が
平
成　

年
と

30

な
り
、
こ
の
更
新
時
期
に
市
民
の
暮

ら
し
を
圧
迫
し
て
い
る
県
内
で
2
番

目
に
高
い
水
道
料
金
の
要
因
で
あ
る

県
水
の
単
価
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、

同
じ
受
水
地
で
あ
る
那
須
塩
原
市
と

協
議
し
、
県
に
求
め
る
考
え
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
協
定
更
新
時
期
に
向
け
、
北

那
須
水
道
用
水
供
給
事
業
の
今
後
の

施
設
更
新
計
画
や
財
政
計
画
等
の
情

報
収
集
に
努
め
、
同
じ
受
水
市
那
須

塩
原
市
と
も
情
報
交
換
を
密
に
し
、

栃
木
県
と
受
水
水
量
と
受
水
単
価
の

協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問
：
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
も
あ
り
、

市
民
の
命
の
水
、
単
価
引
き
下
げ
に

力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
：
大
田
原
市
の
水
道
料
金
は
県

の
受
水
費
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
大
で
、

受
水
費
の　

・
数
％
を
占
め
て
お
り

26

ま
す
。
次
期
の
改
定
は
、　

年
度
の

29

後
半
ぐ
ら
い
か
ら
協
議
が
始
ま
り
ま

す
。
十
分
に
協
議
を
重
ね
て
、
少
し

で
も
県
水
の
単
価
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問
：
構
想
策
定
計
画
に
無
理
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
：
国
の
政
策
誘
導
と
市
の
課
題

が
合
致
し
、
大
田
原
市
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
を
策
定
中
で
す
。

　

関
係
団
体
、
有
識
者
、
市
民
代
表
、

行
政
が
策
定
委
員
会
を
3
回
も
ち
、

2
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

い
適
切
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
市
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
の
経
済
効
果
は　

年
で
4
2
4
億

10

円
と
公
表
し
て
い
ま
す
が
そ
の
積
算

根
拠
は
。

答
弁
：
県
の
産
業
関
連
表
等
を
勘
案

し
ま
し
た
。

質
問
：
木
質
発
電
施
設
は
、
近
隣
市

町
（
那
珂
川
町
・
大
子
町
・
白
河
市
）

に
も
あ
り
、
燃
料
の
木
材
確
保
が
困

難
。
自
然
破
壊
に
な
る
の
で
練
り
直

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
：
市
構
想
策
定
委
員
会
で
十
分

調
整
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
現
時

点
で
練
り
直
し
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
：
事
業
主
体
は
民
間
業
者
。
業

者
に
は
県
・
市
と
異
な
り
法
的
に
放

射
能
測
定
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
汚

染
さ
れ
た
木
材
、
焼
却
灰
の
放
射
能

測
定
と
処
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁
：
放
射
能
は
法
律
に
の
っ
と
り

適
切
な
計
測
を
行
い
ま
す
。

本澤　節子 議員 秋山　幸子 議員

一般質問 本
市
の
水
道
料
金
に

つ
い
て

大
田
原
市
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
に
つ
い
て




